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はじめに

　大学院生の授業科目，授業研究特論では授業成立のための条件としての教材や教師の発

問及び支i援等についての研究を行っている。また，授業研究演習では授業研究特論を受け

て附属学校での授業実践が位置づけられている。

　授業実践に向けて焦点化してきたことは，実践後の研究を深めるためにも，子どもの活

動が活発で個々の様子が把握しやすいこと，新たな教材開発が可能であり，教師の技能が

伸ばせるような教科や単元を選定して研究することであった。

　その結果，小学校4年生の理科「乾電池のつなぎ方」の単元を研究対象にすることにし

た。受講者は現職の男子教員3名と現役受験の女子5名である。（後期は教職に就かない男

子女子各1名が加わることになっている。）

　今回は，彼らの研究と実践への取り組みの過程を踏まえながら考察してみたい。

1．研究の動機

　一つには院生の実践授業がある。もう一つには前年度長崎市内の低学年担当の生活科研

修会で教材作りで必要と思われる基本技能を含んだ教材作りを試みたことにある。これは

生活科では子どもの主体的な活動を教師が側面から支援するために，言葉だけでなく教師

の技術的な援助が欠かせないと判断したからである。そのために教師はどの程度の知識や

技能があるのか，生活科に限らず教師には教材開発にどのような知識や技能が必要かを知

りたかったからである。

　身近な素材の紙を使った遊び道具を作ってもらったが，はさみでの切断，糊での接着等

基本的なこととして子どもに指導しなければならないことが十分とは言えないものであっ

た。そこで，教材の開発を含んだ実践授業について再度，考察することにした。

＊長崎大学教育学部附属教育実践研究指導センター
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2．教科書での取り扱い方

　教師は自分の学校で使っている教科書以外はほとんど目にすることがない。それは，市

や郡単位で教科書選定がなされているためである。教材研究の視野を広げるためにも他の

教科書会社の内容を検討してみることにした。

表1　小学校4年　理科「乾電池のつなぎ方」における教材と指導展開の流れ

教科書会社名 単元の導入段階 単元展開の流れ 単元の終末段階

学　　　　研 ダンボールのモーターカー 1．モーターと乾電池　2．豆電 プロペラ船，スク
電池，ストロー，竹ひご 球と乾電池　3．モーターと電流 リュー船，クレーン，

（直接接触） の強さ　4．光電池とモーター 素材スチロフォーム，

やってみよう 光電池のみ

教育出版 ダンボールのモーターカー 乾電池のつなぎ方　つなぎ方と電 製作なし

電池，ストロー，竹ひご 流　光電池のはたらき　たしかめ

（直接接触） よう

東京書籍 ダンボールのモーターカー 1．自動車を走らせよう　2．電 メリーゴーランド，オ

電池，ストロー，竹ひご 気のはたらきが違うのはなぜか ルゴール，缶をたたく

（プーリー） 3．光電池はどんなはたらきをす ピエロ，光電池

るか　やってみよう

啓　林　館 ダンボールのモーターカー 1．ソーラーカーを走らせよう 昼の知らせ：光電池，

光電池，鉄心（プーリー） 2．乾電池でモーターを回そう メリーゴーランド：乾

3．乾電池のつなぎ方と豆電球の 電池（プーリー）

明るさ　作ってみよう

大日本図書 プロペラ回し 1．乾電池の数とはたらき　2． モーターカー（プー

モーターに付けたプロペラ 光電池のはたらき　やってみよう リー），メリーゴラン

を乾電池1個で回す ド，光電池

学校図書 プロペラ回し 1．乾電池の働き　2．乾電池の ダンボール自動車とメ

モーターに付けたプロペラ つなぎ方と電流　3．光電池のは リーゴーランド，スチ

を乾電池1個で回す たらき　動くおもちゃを作ってみ ロフォームの船　光電

よう 池と乾電池（プーリー）

信濃教育出版部 プロペラ回し 1．乾電池のつなぎ方　2．どう プロペラ船，ヘッドラ

モーターに付けたプロペラ 線を流れる電流　3．光電池　乾 イト，スチロフォーム

を乾電池1個で回す 電池や光電池，豆電球，モーター の自動車（プーリー，

などを使っていろいろな物を作っ プロペラ）メリーゴー

てみよう ランド（プロペラ）

授業に先だって教師がしなければならないことは，普通いわれている教材研究である。

　これはおよそ次のような順序で行われている。まず指導書やカリキュラムで内容を確認

する。次に教科書での展開順序と教材配列で大まかな展開を理解する。教師用指導書での
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具体的な展開例を参考にしてそのとおりに進めるか，子どもの実態を考慮して新たな展開

にするかの意志決定をする。最後に展開に沿った教材の準備と核になる発問等を考える。

　多忙な教師は，週案を書くときこの一連の作業を済ませ，授業に必要な事柄を簡潔に書

いた，いわゆる略案を書き，毎時間の指導案を書くことは少ない。しかし，研究授業など

で同僚教員または他の学校の教員の参観がある場合は，指導案（自分用には細案）を書く

のが普通である。ここで指導案を書く順序に従って，内容の検討をしてみたい。

1）指導書とカリキュラムの内容

　文部省の指導要領に基づき指導書が作成され，それや教科書等を手がかりに学校は教科

毎のカリキュラムを作成している。附属小学校のものは次の項目で毎時間分の学習活動が

記載されている。

　月，単元，単元の目標，学習活動，教材，時間である。この中の学習活動の初発は

○モーターカーが走るのを見て製作活動への見通しをもつ。

・作ってみたい　・速く走るのを作ってみたい　・ミニ4駆で作ったことがあるから簡単

・よくわからない。「モーターカーを作るために必要なことを調べよう。」など教師の援肋

や子どもの予想内容，学習問題がある。

2）教科書の展開例

　小学校の理科の教科書は表1で示すように7社が文部省の検定済みで使用されている。

　（1）導入段階での比較

　表1をもとに導入段階を見るとダンボールのモーターカーを取り上げているところが4

社ある。これは今回の改訂でも強調されている子どもの興味や関心・意欲を重視する立場

からも納得のいく方法である。

　他の3社はモーターにつけたプロペラを乾電池1個で回す活動から入っている。

　これは，3年生の乾電池と豆電球の学習を想起し，「豆電球の代わりにモーターを付ける

と回すことができる。」という考えから導き出された導入方法であろう。

　この2つの導入方法では，ともに乾電池を1個使用している。3年生の学習の発展から

考えて当然であるが，さらに，前者はより速く走らせてみたいという要素を含み，後者は

より強い風を作りたいという要素を含んでいるため，感泣への発展を容易にしていると言

える。

　（2）単元展開での比較

　単元展開の流れを見ると，導入方法は異なっていても，より速く，より強くしたいとい

う子どもの意識は，まず，「乾電池の数を増やせばよいかもしれない。」から実験してみて

「乾電池のつなぎ方によっても変わる。」へと発展する。

　次に「乾電池の数やつなぎ方によって速さや回り方が変わるのはなぜか。」という疑問に

突き当たる。子どもはここで，「電気の力（電流）が違うからだろう。」と予想してくる。

電気の力を測る道具を要求して測定し，その疑問を解決する。

　次の光電池の取り上げ方は「使っても減らない電池があればよい。」とか，「ごみ公害を

少なくする立場から」等の理由で発展させる場合があるが，現在ではいろいろな物に使わ

れ始めた便利な電池として取り上げても，子どもの意識が学習から離れるわけではない。
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　（3）単元終末段階での比較

　単元の終末段階では1社を除き6社が光電池と乾電池，または光電池のみを利用したお

もちゃの製作を位置づけている。これは学習した内容を十分に理解していないとできない

ため，子どもは不確かな部分はフィードバックしながら取り組むことになる。つまり，学

習内容の定着を図ると同時に遊びのきっかけを作り，学習を終えてからの発展も期待して

いるのである。このような終末は，子どもにとっては学習は終了するが，乾電池や光電池

を使った遊び方がわかり，これらを使った遊びを広げたり深めたりする事ができるように

なり，ひとり学習の始まりにもなる。

3）具体的な教材の検討

　教科書で取り上げている具体的な教材を実際に製作したり，操作したりして子どもの立

場に立って，素材の入手，製作技能，学習，遊びの発展，教材の特性等検討してみた。

　（1＞モーターカーの動力伝達方法

　導入段階では，4社がモーターカーを提示または子どもに操作させているが，モーター

の動力伝達の方法がそれぞれ2詠ずつ違っている。

　一つはモーターの軸にテープやゴム管を巻いてタイヤに接触させる方法であり，もう一

つは，モーターの軸とプーリー（溝付き車）の間に輪ゴムをかけて動力を伝達する方法で

ある。それぞれの長所と短所を挙げると，次のようになる。

表2

直接接触式　　　　　　　　プーリー式

長　　所
どのような車にも対応できる モーターの取り付け位置の範囲

ｪ広く，取り付けが簡単

短　　所

車の大きさに合わせて

a[ターを固定するのが

・ｵい

プーリーがないとできない

i子どもの身辺にはない）

◎

8。

B　　　　　i罵　　　　　　OO

直接接触は子どもが家庭から車を持ち寄ることを想定したり，学習後に自分で製作した

りすることを考えると簡単で取り組みやすい方法といえる。しかし，車との接触はモーター

を車の高さに，しかも一番高いところに合わせなけれぼならないことと，接触が強すぎる

とモーターが回りにくくなり，弱いと空回りをしてしまうという難しさがある。

　モーターをとりつける台はそれぞれの車にあわせて調節できる物がよいが，子どもには

スチロフォームが最も使いやすい。少し高めの台を作り，少しずつ切り取ればよい。
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　プーリーを使ってモーターと輪ゴムで連結する方法は，ゴムの許容範囲がかなりあるた

めモーターの取り付けば簡単である。しかし，学習後の発展を考えるとどのような車にも

使えるという物ではない。

　教師の判断によって，前者の場合はタイヤセット，後者の場合はプーリー付きタイヤセッ

トを購入することもできる。

　（2）モーターカーの土台としてのダンーボール

　モーターカーの土台としてダンボールを使用しているのは，単元の導入段階での4社に

加え他の2社がある。つまり7社中6社がダンボールの土台を使っていることになる。

　このように取り上げる理由として考えられることは，ダンボールが子どもの身近にあり

子どもに持ち寄らせたり，授業後に子どもが作り替えたりするにも適当な素材であるから

と考えられる。子どもの立場で製作してみても長方形の土台をカッターナイフで切り取っ

てストローと二二を使って車体を作ることができる。

　しかし，プーリーにゴムをかける方法の車は，ダンボールが薄いとゴムの弾力で車体が

上に反り，動力がうまく伝わりにくくなる。

　（3）スチロフォームの利用

　単元終末段階で3社はスチロフォームの船やモーターカーの製作を位置づけている。ス

チロフォームは軽く，カッターナイフ1本で加工ができるほどであり，子どもにとっては

親しみやすい素材である。しかも子どもの身の回りもあり，授業後の発展も期待できるも

のである。

　素材としての価値をこのスチロフォームと先のダンボールと比較してみると，下の表の

ようになる。

表3

ダンボール スタイロフォーム

長　　所 切り取るだけで車体ができる 軽い，水に浮く，簡単に切れる

短　　所 折れたり曲がったりしゃすい 薄いと折れやすい

　さらに教材作りの立場から素材としての価値を検討してみたい。スチロフォーム切断器

が学級の児童数か半分ほどあれぼ，教師の教材作成だけでなく子どもが終末の製作段階で

も自由に使うことができることになる。そのほか次のようなことがある。

　　①子どもの興味・関心を引きつけるスマートな提示教材を作ることができる。

　　②スタイロフォーム（建築材）などでは，硬く耐久性のあるものができる。

　　③自由自在に切ることができるため，子どもの創造性を発揮したり，改良や工夫を

　　　　する事ができる。

　　④子どもの製作意欲をかき立てることができる。
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4）教師と子どもの工作技能と教材との関係

　教師は指導に必要な提示教材や子どもが操作する教材を作るのは当然であるが，教師に

よって製作技能は大きく異なる。具体的操作を通して理解を深める低学年では毎時間具体

的教材が欠かせないが，教材製作技能の十分でない教師はそこを口先だけの説明ですませ

ようとする場合がある。

　このようなことをいくらかでも少なくするために教材を作り出す教具の一つとして，ス

チロフォーム切断器の利用を勧めたい。

　1台では教師の教材作りしかできないが，学級の子どもたちが使える台数があれば，子

どもの発想で自由に作ることができる。

　どの程度の子どもからスチロフォーム切断器を使うことができるかといえば，幼稚園の

3才児から切断することができる。4才児になるとペンで形をかきそれに沿って切ろうと

する。（※2附属幼稚園，私立幼稚園での実証）

　小学校では学年が上がるにしたがって切断技能，スライス技能ともによくなる。これは

切断器を使うのは初めてにしても，いろいろな道具を使ってきたことが巧緻性を伸ばした

ものと思われる。（附属小2年生活科，4年図工科での実証）

　教師は教材作りに熱心であるかどうかによって大きな差があることは先にも述べたが，

概して，熱心な者はますます教材を作る機会が多く，上達するのに対して，口先だけの説

明で授業を進めようとする教師にはその機会が少なく，教材作成技能の進展を見ないのは

当然のことである。

5）教師の教材提示と子どもの操作による教材提示

　子どもに興味・関心をもたせ，問題意識を抱かせるためには，単元初発や各時間の導入

部分での教材提示が重要である。モーターカーを走らせて興味を持たせ，もっと速く走ら

せたいという意欲とどのようにすれば速く走るのだろうか。という問題意識をもたせるた

めには，教師が一つのモーターカーを提示して子ども全員に見せる方法とグループまたは

各自に1台ずつ渡して子どもが操作する場合が考えられる。

　教師による教材提示は同じ条件の基で見せ，視点をはっきり示すことができるため，本

時のねらいに沿った学習問題をとらえやすい。その反面，子どもが操作して驚きや感動す

る事が少なく，操作によって気付くことが少ない。

　子どもが操作する教材提示の方はいろいろな考えで試行や操作をするため，子どもの驚

きや感動及び素朴な疑問など教師提示にないものをもっているが，どのような操作をした

かを教師が掌握しにくい面がある。

　このようなことから，導入部分で同じモーターカーを用いて授業を展開していく場合，

教師の判断で変わることになる。教師がどちらを選ぶかの意志決定は，子どもの実態や教

師の経験・力量等によって大きく変わることになる。

　ここで教師提示型と子ども操作型から入る指導案を示してみたい。前者は本学部大学院

生が立案したものであり，後者は11月8日の研究発表会を控えた長崎市立西山台小学校の

教諭が立案したものである。ただし，最初の試案でその後の修正を加えていない。

　このほか，このモーターカーの教材で立神小学校，横尾小学校の報告がある。



単元展開計画（案）

川尻：教材開発と実践的研究III

（指導案1）

95

1

コ

マ

2

コ

マ

1

コ

マ

児童の主な活動
　　モーターカーを提示する　　　　　　　　・モーターカーをつくろう
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・どんなモーターカーを作りたいかな

（学習意識を持たせる）　モーターカーをつくるために乾電池とモーターを使って

　　　　　　　　　　　勉強してみよう

　　発問　　乾電池の一トと一を入れ替えるとモーターの回り方は，どうなるだろうカ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（予想）　ア　回らない

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　同じ方向に回る
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ　逆方向に回る

　　実験提示　（プロペラ使用）　　　　　★電気に流れがあることを意識させる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★「電流」についての説明

　　発問　　電流は，どの方向に流れていますか
　　　　　　　　　　　　　　　　　（予想）　ア　両方から流れてぶつかる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ　十から一へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゥ　一から十へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エ　その他

　　思考活動　グループ活動とし，理由づけを考える

　　実験提示　　検流計を使い，電気の流れを説明する
　　　　　　　　・検流計の説明　・教師実験　・実験のまとめ
　　　　　　　　★「回路」についておさえる

　　　　（動かないモーターカーを提示）

（課題）乾電池を2個にして，モーターを動かせないだろうか？

動かすことができるだろう（前提）

操作活動　　・ボックス付乾電池（単3）×2
@　　　　・プロペラつきモーター　・被覆線数本

（つなぎ方とその特徴をしらべる。）・モーターが早く回る・モーターが乾電池1個とかわらない　回路の見取り図を記録する・モーターが回らない　　　　　　　別紙配布

指名　発　　表　操作活動で発見した回路図を発表させる

旧　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　門　　　冒　　　r　　　一　　　一　　　一

　　　モーターの回り方の特徴で分類する
@　　・速くまわる　　　・遅くまわる

@図1　　図2　　図3　　図4　　図5　　図6

@　　上記の回路図を整理する（図1～3，図4～6）

鼈鼈黶Q＿＿需一一一一一一一一営＿＿＿＿＿p一一一一一一一嚇＿＿一＿＿一一一一一曽一一＿＿＿一一一一曽一一一一一躰一一一一営一一一一一一一幽岬一一一一一

@　　それぞれのつなぎ方の特徴を確認
@　　直列つなぎ，並列つなぎの名称説明（丁丁でもよい）ま　とめ

直列つなぎ，並列つなぎの回路，特徴確認と操作活動

（5時間目）電流計を使って直列，並列つなぎの回路を流れる電流の量をはかる。
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単元展開計画（案） （指導案2）

第

次

乾

電

池

の

は

た

ら

き

5

児童の主な活動

モーターカーを作って走らせよう。

もっと速く走らせたい。

モーターカーをもっと速くするには

ﾇうしたらいいだろうか。

台車を

・｢する

乾電池を

ﾏえる

乾電池の

狽�ﾏえる

乾電池の数を増やすと速く走るときと，

ｬくならないときがある。なぜだろう。
ﾂなぎ方がちがうからではないだろうか。

乾電池2個のつなぎ方を変えて，モーターの回り方を

ｲべよう。

つなぎ方によって，回り方がちがう。

a[ターが速く回るつなぎ方を直列つなぎ，電
r1個分と変わらないつなぎ方を並列っなぎと
｢う。

つなぎ方がちがうと，なぜモーターの回り方がちがう

ﾌだろう。

評価及び教師の支援

〈関・意・態〉

乾電池にモーターをっないで，

モーターカーを意欲的に作ろうと
する。（行動観察）

〈技能・表現〉

乾電池とモーターを使って，回路

をつくることができる。

＊台車は同じものを用意する。

＊回路のつくり方がわからないものには，

友達との交流を促したり，助言をしたり

する。

＊モーターの回転の伝導や，ニクロム線の

接触などに注意させる。

＊競走の場を設け，「もっと速く走らせた

い。」という意識をもたせる。

〈関・意・態〉

乾電池の数を変えると，モーター

の回り方が変わることに興味・関

心をもち，進んで調べようとする。
（行動観察）

＊終わったら，ほかの方法でやってみるよ

　う助言する。

＊乾電池の数を増やす場合については，い

　ろいろなつなぎ方を考え，やってみるよ

　う，助言する。

＊図を書かせ，記録させる。

＊活動の時間を十分保障する。

＊うまくいった子は，称賛し，活動が停滞

　した子には，どんな工夫をしたいのか聞

いて，助言する。

〈技能・表現〉

乾電池2個を直列にっないだり並

列につないだりすることができ
る。

＊回路が作れない子には，回路図と比べさ

せながら作らせる。

＊線どうしの接触に注意するよう助言する。

＊速さのちがいを実感させるため，乾電池

　1個のときの回路をグループに一つ渡し
ておく。

〈知識・理解〉

乾電池のつなぎ方には，直列つな

ぎと並列つなぎがある。

〈技能・表現〉

回路図を使って，直列・並列のつ

なぎ方と電流の量の関係を予想す

ることができる。（ノート・発言）



川尻：教材開発と実践的研究III 97

3．提示教材としてのスタイロフォームのモーターカーの作り方

1）素材の特徴

　スタイロフォームは家屋の断熱材として床下や壁に使われている硬質の発泡材である。

軽い割に人が乗ってもへこまない程度の硬さがあり，スチロールカッターで自由に切るこ

とができる素材である。

2）用意するもの

　スチロールカッター，スタイロフォーム，竹串，木工ボンド，鳩目など

3）作り方

○型紙作り

・厚手の紙を2つに折り，車体の半分をかき，切り抜く。

・モーターを止める部分と運転席を切り抜く。

・ボンネットの部分およびウイングの部分を切り抜く。

○車体作り

・厚さ2cmのスチロフォームに書き写し，スチロールカッターで線に沿って切る。

・タイヤは直径4cmの円を3個切り抜き，前輪は1個を1cmの厚さにスライスする。

・後輪の動輪は1個から5㎜の厚さの円を1個作り，直径2cmの円から5㎜の厚さの円を

　1個作る。小さい円を中にはさんで木工ボンドで付け，輪ゴムをかける部分（プーリー）

　を作る。このとき穴がずれないようにつまようじを穴に通しながら付ける。

　A

木工ボンドで付ける

竹串

A　C　B　　後輪

ストロー

車体のストローにさしてから、

もう一方の車を通す。

H
鶉

ii

gI

前輪

図1

　グループに与えて操作させて問題提示とする場合は，モーターカーそのものに個体差が

ないほうがよいだろう。乾電池1個でもプーリーを使うとかなりのスピードになる。もっ

と速く走らせたいという意識に立たせるには，プロペラで進ませる方法もある。

車の後部に簡単な部品を取り付けるだけで風力自動車ができる。終末の製作の参考にす

ることもできることから，グループの一つに与えてもよいかもしれない。
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○型紙作り

　基本形は下図のようにすると板取りの無駄がない。画用紙に印刷してカッターナイフで

切り抜きメス型をスタイロフォームに当てペンでかき写す。

　2cm厚のスタイロフォームは後輪以外の①～④は半分の厚さに切る。⑤は4㎜程度でよ

い。

車体①

ウイング　⑤

3cm

7cm

前輪取り付け部分

ストローの入る溝を電熱線を

あてて作ると止めやすい。

4．5

後輪は1個はそのまま、

15cm

17．5

1cm

運転席

③

4．5

ζウイン＿

もう1個は5mmにスライスした間に、

直径2cmを5mmにスライスして付け、

輪ゴムをかける部分を作る。
4

モーター穴

切り抜き

10．5

10

〆

ボンネット②

④

5．5

5

図2
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①：

④
②

；　i③ ⑤

…

モーターのシャフトに電気　　　モーター　　　プロペラをとりつけるときはひ鷹ビ　

ｯ堀置図（下翼轡、
（）

ノノ

○
モーターを

差し込む穴

○
輪ゴムを掛ける溝

　　輪ゴムがつかえないように

　　カッターナイフで切り取る。

図4　実体図

　モーターの取り付けば左右どちらでもよいが，プーリーと同じ側に取り付けなければな

らない。同じ側の前輪にプーリーを付けて輪ゴムをかけると前後輪駆動の車ができる。単

元終末の製作で工夫させてもよいだろう。
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教材を開発するための教具としてのスチロフォーム切断器

　有り合わせの材料とわずかの部品を購入することで，便利な教具ができる。学級児童数

の40台くらいを作るならぼ，規格を統一し，分解できる形にしておいたが収納などでも場

所をとらないですむ。

25cm

100W　　スライス用穴，
100W電熱線

20　　　　　！∫

@o
！0 ’ oo ♂

翻鞠一，　　　　　　’”　　’o　一’・一・。…　、’、5，8 20cm

~切

） 40cm
小物入れ引き出し

円切り用穴

垂直穴あけ板 戸切り三針 中抜き用針

■

タイヤなどの円を切る

とき垂直の穴を開ける。

スタイロフォームに乗

せて円切り用の針で下

まで突き通す。

折りたたみ傘の丸骨か

ピアノ線で針を作る。

図5

申抜き穴を開けるために両

方に穴のある針を使う。

導線を叩いて広げドリルで

穴を開ける。

電熱線

スイッチ

ジョイント

巳

● 1

巳

1

o　　銅板

ト
一一＿＿一＿＿＿＿＿＿＿＿o

レセプタクル 電熱線

図7　スライス用ボルト

図6　裏面配線図
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おわりに

　ここで取り上げた，モーターカーを製作したり遊んだりする活動は，次のような機会に

実践してみて4年生で取り上げてもよいと判断したからである。

　・夏休み親子工作教室（長与町教育委員会1年生～4年生，母親7／26～28）

　・理科実技講習（長大理科教育研究会県内外の理科主任及び理科研究部員8／12）

　・物理祭り（長大物理教室9／23）

　・自然の家祭り（国立諌早少年自然の家10／23）

　・4年生理科授業（長崎市立立神小学校，横尾小学校）

　これから取り組む学校として，先に挙げた附属小学校と西山台小学校があるこ実践を終

えた学校やこれから取り組む学校は，実際の教材を見て，自分でモーターカーを作った結

果，判断したものである。このことから，教科書にはないけれども，導入や展開，終末の

段階まで含めて，子どもの興味や関心を引きつけ，授業展開が可能と判断したからであろ

う。

　教師の教材作成を見ていると，教師が教材作りに没頭するとき，子どもも学習に没頭す

る事ができるということが言えそうである。ともあれ理科の研究グループを通じ実践の輪

が広がりつつあるのはおもしろい。
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